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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、真核生物のジアシルグリセロールキナーゼファミリーに属します。細胞内シグナル伝達経路において、セカンドメッセンジャーであるジアシルグリセロールをめぐってプロテインキナーゼCと競合する調節因子として機能します。また、ホスファチジルイノシトールの再合成およびジアシルグリセロールのホスファチジン酸へのリン酸化においても重要な役割を果たします。この遺伝子座では選択的スプライシングが起こり、同じタンパク質をコードする4つの転写バリアントが同定されています。[RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ATP + 1,2-ジアシルグリセロール = ADP + 1,2-ジアシル-sn-グリセロール3-リン酸。,酵素調節：カルシウムおよびホスファチジルセリンによって刺激されます。プロテインキナーゼ C によってリン酸化されます。,機能:細胞刺激により、セカンドメッセンジャーであるジアシルグリセロールをホスファチジン酸に変換し、ホスファチジルイノシトールの再合成を開始して、プロテインキナーゼ C の活性を減弱させます。,類似性:真核生物のジアシルグリセロールキナーゼファミリーに属します。,類似性:1 つの DAGKc ドメインを含みます。,類似性:2 つの EF ハンドドメインを含みます。,類似性:2 つのホルボールエステル/DAG 型ジンクフィンガーを含みます。,サブユニット:モノマー。,組織特異性:リンパ球およびオリゴデンドログリア細胞。,
	研究分野
	グリセロ脂質代謝;グリセロリン脂質代謝;ホスファチジルイノシトールシグナル伝達系;
	画像データ
	

	DGKA抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	DGK-αポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
	

	DGK-αポリクローナル抗体を用いたLovo細胞のウェスタンブロット解析

